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• 2009：香川衛星STARS (KUKAI）

• 2010：観測ロケット実験

• 2014：香川衛星STARS-II

内容



超小型人工衛星

2005年1月 構想発表会
2009年1月 打ち上げ
2005年1月 構想発表会
2009年1月 打ち上げ



STARS の開発
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航空機実験

衛星組立 環境試験
衛星完成 大学出発

種子島

ロケット搭載！！



KUKAI ミッション



撮影写真



During tether deployment

Solar paddle of the MS

Body      &      Paddle
of the MS

Arm link end

撮影写真（子機から親機を撮影）



地域連携

Power system Control system Camera system



KUKAI 試験 #1
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振動試験
@香川県産業技術センター

熱真空試験@つくば宇宙センター

機械環境試験@つくば宇宙センター

振動試験@関西サテライトオフィス



KUKAI 試験 #2
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電波試験@香川県産業技術センター

微小重力実験@MGLAB微小重力実験@DAS

放射線試験@つくば宇宙センター



TSR-S

DAU

MOT

S-520-25号機TSR-S実験 (’10/8/31)

Robot

テザー張力を利用した
テザー宇宙ロボット
姿勢制御実験に成功



S‐520‐25 試験
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LEO Environment Projection (averages of 100 LEGEND MC runs)
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（Ｌｉｏｕ,２００９を一部改変）

ゴミ除去を実施しない場合

年間２基のゴミ除去

年間５基のゴミ除去

宇宙ゴミ除去技術比較

緊急＆低コストでの解決が必須

宇宙ゴミによる被害 !!宇宙ゴミによる被害 !!

２０２０年頃から宇宙ゴミ除去
を開始することが必要

宇宙デブリ問題

GPS，気象，観測

衛星など、生活イ
ンフラへのダメー
ジの危険性。

地上に落下！
人的・物的
直接被害

100回／年の衝突
回避作業
→宇宙開発利用
予算の増大



2013年度打ち上げH-IIAロケット
相乗り小型副衛星に選定
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主衛星GPM 軌道高度 407km
（全球降水観測計画） 軌道傾斜角 65度

親機： 5.0 kg 160x160x250mm （展開時：575x205x455mm）
子機： 4.0 kg 160x160x150mm （展開時：425x200x315mm）
分離機構： 12.5 kg （ロケットに固定、衛星を搭載する機構）
全体： 21.5 kg

香川大学
 H-IIAロケット搭載は2回目
 宇宙実験としては3回目

2009/1, 2010/8, 2013（今回）



STARS‐II ミッション

16



テザー伸展実験（３００ｍ） with JAXA 

Mother

Daughter

Reel system for tension control

EDT

EDT is stowed in the box.

Encoder Reel

Torque trans.

BeltMotor

Arm 
(spool)

Kevlar
Spring
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電流発生（収集）実験 with 静岡大学

e‐
e‐

e‐

I

EDT is low voltage
due to Electromotive force

EDT is 
Electrically 
separated

Earth magnetic field

EDT is 
Electrically 
connected

e‐
e‐
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親子衛星搭載 GPS

The earth

GPS

Antenna wire is mounted on film
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STARS-II開発履歴

2010年
1月23日 STARS-II構想発表会（KUKAI打ち上げから1年）
8月31日 観測ロケットS-520-25実験

（テザー宇宙ロボット制御実験）
2011年

1月 旧EM（試験機）環境試験
6月 EDT（導電性テザー）搭載設計完了

（電流発生実験実施を決定）
12月 STARS-II EM完成

2012年
2月 EM環境試験（振動衝撃、熱真空）

2013年
7月 EM環境試験（ﾐｯｼｮﾝ機器）
9月 29日 フライトモデル（FM）完成

10月 FM環境試験（振動衝撃）
10月 FMｱｳﾄｶﾞｽ試験
12月上旬 ロケット搭載安全審査終了
12月25日 衛星試験終了

2014年
1月上旬 ロケット搭載適合審査終了
1月22日 衛星引渡
2月28日 打ち上げ
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2013/10/7‐12 STARS‐II FMアウトガス計測試験 JAXA関西（KSO） Flight Model のアウトガス計測試験を実
施しました．

舩城・冨田・山下，能見

2013/9/30‐10/2 STARS‐II FM機械環境試験 九州工業大学
Flight Model の機械環境試験（AT）を
実施しました．

勝見・鈴木（静大）・西川・冨
田・山下，能見

2013/8/25 STARS‐II FMフィットチェック 川崎重工播磨工場
ロケット搭載インターフェースの確認を
行いました。

古田・西川・冨田・山下，能見

2013/7/29‐31 STARS‐II EMミッション機器機械環境試験 II 九州工業大学
ミッション機器の機械環境耐性を確認す
るため、振動試験を実施しました．

古田・根矢，能見

2013/7/1～7/3 STARS‐II EMミッション機器機械環境試験 九州工業大学
ミッション機器の機械環境耐性を確認す
るため、振動試験を実施しました．

内田・古田・根矢・鈴木（静岡
大），能見

2012/2/9～2/14 STARS‐II機械環境試験 九州工業大学
導電性テザーを搭載したSTARS‐II試験機
の衝撃／振動試験を実施しました．

糸瀬・細田・内田・西川，（能
見）

2011/3/9 STARS‐II衝撃試験 九州工業大学
STARS‐II試験機の衝撃試験を実施しまし
た．

齋藤，細田，谷川，能見

2011/1/19～1/25 STARS‐II機械環境試験 九州工業大学
STARS‐II試験機の振動／衝撃試験を実
施しました．

齋藤，細田，能見

2011/1/10～1/14 STARS‐II熱真空試験 九州工業大学
STARS‐II試験機の熱真空試験を実施し
ました．

野本，谷川，能見

2009/8/10～14 UNITEC‐1環境試験＆UOBC選抜 九州工業大学
UNITEC‐1電源系試験として参加，および
UOBC選抜（不合格）

阿部，福田，野本

これまでの超小型試験センターでの試験
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FM 機械環境試験



GENNAI (STARS-II) の現状
２０１４年２月２８日３時３７分（日本時間）、ＳＴＡＲＳ－ＩＩを搭
載したＨ－ＩＩＡロケット２３号機は、種子島宇宙センターから打
ち上げられました。香川上空を初回に通過する、同日５時１３
分～２３分の間に、子機からの電波（モールス信号）を受信し、
翌日の３月１日には親機からの電波を受信しました。これよ
り衛星が正常に軌道投入されたことを確認しました。また、Ｊ
ＡＸＡからの情報でＳＴＡＲＳ－ＩＩが正常に分離したことは画像
でも確認できました。以上の結果から、ＳＡＴＲＳ－ＩＩの軌道投
入は成功し、ＧＥＮＮＡＩと命名されました。

しかしながら、今回のＨ－ＩＩＡロケット打ち上げは、相乗り衛
星数が最多の７基であり衛星の特定に時間を要したこと、さ
らに高度４００ｋｍと軌道が低くＫＵＫＡＩ（香川衛星初号機、２
００９年１月打ち上げ）と比較して通信が難しいこと、などの理
由により、安定した通信を確立することに時間を要していま
す。今後、安定した通信が可能となった後に、実験運用へと
移行していく予定です。
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